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SDR無線機 その 2

図１は振幅変調や位相変調など様々な変調に対応できる送信機の簡略化した回路です。

入力端子から入力された信号を元に I ' 及び Q ' 信号を算出、DACでアナログ変換、０度、
９０度の位相差のある局部発振器からの信号と乗算、増幅器で増幅した後アンテナへ送ら

れます。

図 2は振幅変調や位相変調など様々な変調に対応できる受信機の簡略化した回路です。
アンテナ端子から入力された受信電波は、増幅器で増幅、０度、９０度の位相差のある局

部発振器からの信号と乗算、ADC でデジタル変換、FIR フィルターで余分な信号を除去
した後、I 及び Q 信号から振幅や位相を求めます。FIR フィルターは移動平均に重みを付
けた移動加重平均で重みの付け方によって様々な特性を持ったフィルターを作ることがで

きるようです。

図１、図 2の破線の中はソフトウェアで処理する部分です。振幅変調と位相変調を同時
に行うための一連の式をエクセルシートに組み込んでみました。同期が取れていなくても

振幅情報は正しく受信できますが位相情報は正しく受信できないのが分かります。エクセ

ルファイルは下記 URLで入手できます。
http://www.cfs.chiba-u.jp/koudai-renkei/information/files/sdr1.xlsm

SDR 無線機を構成する部品や IC は市販されていて、完成品ボードも秋葉原で入手可能
とのことです。これまでコイルとコンデンサーによる共振回路などのアナログ回路で作ら

れていた無線機もソフトウェアでフィルターを構成したり、振幅や位相を計算したりする

時代が来たということでしょう。I ' 及び Q ' 信号の算出しだいでどのような変調方式も作
り出せるといいます。新しい変調方式や復調方式を考えたりする場合数学の知識が必要に

なります。少し難解ですが SDR 無線機を入手して自分独自の変調方式や復調方式を考え
て実験してみるのも面白そうです。或いは、ソフトウェア上だけで研究してみるのもよい

でしょう。

http://www.cfs.chiba-u.jp/koudai-renkei/information/files/sdr1.xlsm
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